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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

前第２四半期
連結累計期間

第95期
当第２四半期
連結累計期間

第94期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 72,541 64,418 160,389

経常利益又は経常損失（△）（百万

円）
△624 △1,718 224

四半期（当期）純損失（△）（百万

円）
△1,639 △1,271 △4,823

四半期包括利益又は包括利益（百万

円）
△1,835 △1,564 △4,854

純資産額（百万円） 23,881 19,026 20,861

総資産額（百万円） 127,138 122,255 127,496

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）（円）
△19.83 △15.37 △58.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 18.5 15.4 16.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
13,660 △14,645 11,493

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
733 285 410

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,952 9,348 △8,027

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
27,763 17,165 22,192

　

回次
第94期

前第２四半期
連結会計期間

第95期
当第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失（△）(円) △10.12 △5.06

　　(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれていない。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　　　　４．第94期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。

　　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間においては、国内経済は震災による落ち込みからの回復基調が続いているものの、欧州

の財政危機と米国の景気減速懸念が強まり、先行きが不透明な状況で推移した。建設業界に関しては、設備投資、住宅

投資は被災した施設の復旧やサプライチェーンの修復による建設資材の供給回復などから、ともに緩やかに増加し

た。

このような状況の中、当社グループの当第２四半期累計期間の連結業績は、売上高64,418百万円、営業損失1,477百

万円、経常損失1,718百万円となり、四半期純損失は1,271百万円となった。

なお、当社グループの主たる事業である国内建設事業においては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期に偏

る傾向があるため、第２四半期累計期間の経営成績は通期の業績予想に対し進捗率が低くなるという季節的変動があ

る。　

　

セグメントの業績は、次のとおりである。

　

（建設事業）

　震災に伴う一部工事の進捗遅延や比較的採算の良い工事の出来高が想定ほど伸びなかったこと、及び震災により

東北や首都圏で技能労働者が逼迫したこと等による労務・資材費の上昇などにより、完成工事高は前年同期比

6.6％減の61,097百万円、完成工事総利益は前年同期比49.3％減の1,726百万円となった。また、当社個別の受注高

は、前年同期比4.9％増の53,405百万円となった。

（不動産事業）

　売上高は前年同期比53.6％減の3,320百万円、不動産事業総利益は前年同期比31.0％減の713百万円となった。　

　　

(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ5,027百万円減少し、17,165

百万円となった。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少11,478百万円及び未成工事支出金の増加2,042百万円によ

る支出超過が、売上債権の減少1,860百万円による収入超過を上回ったこと等により、14,645百万円の支出超過と

なった。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入365百万円及び投資有価証券の売却及び償還に

よる収入54百万円が、定期預金の預入による支出240百万円を上回ったこと等により、285百万円の収入超過となっ

た。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増加額11,225百万円及び長期借入れによる収入3,300百万

円が、長期借入金の返済による支出4,674百万円を上回ったこと等により、9,348百万円の収入超過となった。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はない。

　なお、当社グループの中核たる当社では、2009年度を初年度とする３ヵ年の中期経営計画「ＡＤＶ（アドバリュー）

２０１１」に基づき、「高い総合力を誇るＶＡＬＵＥ創造専門家集団として、お客様満足を高め続ける企業」と、「高

い品質と健全性で社会からの信頼を高め続ける企業」を中期ビジョンとして掲げ、あらゆる活動を変革し、新たな価

値を提供する仕組みをつくりあげることで、成長の礎を構築することを目指している。 

　

(4)研究開発活動

  当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は242百万円である。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 250,000,000

計 250,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

 提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 85,488,000 85,488,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 85,488,000 85,488,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

　

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

 資本準備金増
 減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

 平成23年７月１日～

 平成23年９月30日
－ 85,488,000 － 8,985 － 2,246
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(6)【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

安藤建設株式会社藤花持株会  東京都港区芝浦３－12－８ 4,656 5.45

安藤建設株式会社社員持株会  東京都港区芝浦３－12－８ 3,670 4.29

株式会社みずほコーポレート銀行  東京都千代田区丸の内１－３－３ 3,084 3.61

宮田毛織工業株式会社  愛知県一宮市朝日１－10－23 2,802 3.28

明治安田生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内２－１－１ 2,725 3.19

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（中央三井アセット信託銀

行再信託分・ＣＭＴＢエクイティイ

ンベストメンツ株式会社信託口）

 東京都中央区晴海１－８－11 2,454 2.87

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
 東京都中央区晴海１－８－11 2,353 2.75

株式会社東京都民銀行  東京都港区六本木２－３－11 1,905 2.23

シービーエヌワイデイエフエイイン

ターナショナルキャップバリュー

ポートフォリオ

（常任代理人　シティバンク銀行株

式会社）

 388 GREENWICH STREET, NY, NY

10013, USA

（東京都品川区東品川２－３－14）

1,808 2.11

安藤フサ  東京都渋谷区 1,563 1.83

計 － 27,020 31.61

　(注) 上記のほか、自己株式が2,781千株ある。
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　2,781,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　82,462,000 82,462 －

単元未満株式 普通株式 　　245,000 －
一単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 85,488,000 － －

総株主の議決権 － 82,462 －

　(注)「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が444株含まれている。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

 安藤建設株式会社

東京都港区芝浦

３－12－８
2,781,000－ 2,781,000 3.25

計 － 2,781,000－ 2,781,000 3.25

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はない。
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第４【経理の状況】

 １．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 22,440 17,285

受取手形・完成工事未収入金等 44,214 42,449

販売用不動産 1,428 1,230

未成工事支出金 1,077 3,120

不動産事業支出金 4,999 7,514

繰延税金資産 1,183 1,181

その他 7,284 5,360

貸倒引当金 △73 △67

流動資産合計 82,554 78,074

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 20,588 20,546

土地 16,900 16,419

その他 2,517 2,571

減価償却累計額 △12,119 △12,489

有形固定資産合計 27,887 27,047

無形固定資産

ソフトウエア 150 137

のれん 432 406

その他 255 259

無形固定資産合計 838 803

投資その他の資産

投資有価証券 11,480 10,845

繰延税金資産 2,644 3,631

その他 3,758 3,505

貸倒引当金 △1,666 △1,652

投資その他の資産合計 16,216 16,330

固定資産合計 44,941 44,180

資産合計 127,496 122,255
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 44,643 33,170

短期借入金 26,430 35,420

1年内償還予定の社債 650 650

未払法人税等 184 149

繰延税金負債 0 0

未成工事受入金 8,078 8,323

完成工事補償引当金 539 383

賞与引当金 22 130

工事損失引当金 533 421

希望退職制度引当金 1,329 －

災害損失引当金 112 22

偶発損失引当金 － 126

その他 4,795 5,386

流動負債合計 87,319 84,186

固定負債

社債 3,225 2,900

長期借入金 6,870 7,730

再評価に係る繰延税金負債 4,693 4,693

退職給付引当金 3,248 2,471

その他 1,278 1,246

固定負債合計 19,315 19,041

負債合計 106,634 103,228

純資産の部

株主資本

資本金 8,985 8,985

資本剰余金 5,474 5,474

利益剰余金 2,723 1,329

自己株式 △459 △459

株主資本合計 16,724 15,330

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 775 472

繰延ヘッジ損益 △7 △6

土地再評価差額金 2,993 2,991

為替換算調整勘定 48 56

その他の包括利益累計額合計 3,810 3,513

少数株主持分 327 182

純資産合計 20,861 19,026

負債純資産合計 127,496 122,255
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 65,384 61,097

不動産事業売上高 7,156 3,320

売上高合計 72,541 64,418

売上原価

完成工事原価 61,983 59,371

不動産事業売上原価 6,122 2,606

売上原価合計 68,105 61,978

売上総利益

完成工事総利益 3,401 1,726

不動産事業総利益 1,034 713

売上総利益合計 4,435 2,440

販売費及び一般管理費 ※
 4,604

※
 3,917

営業損失（△） △168 △1,477

営業外収益

受取利息 18 15

受取配当金 105 123

匿名組合投資利益 8 267

その他 47 65

営業外収益合計 179 471

営業外費用

支払利息 494 419

コミットメントフィー 107 131

その他 33 161

営業外費用合計 635 712

経常損失（△） △624 △1,718

特別利益

貸倒引当金戻入額 104 －

投資有価証券売却益 157 24

負ののれん発生益 － 146

その他 61 0

特別利益合計 323 172

特別損失

減損損失 20 1

投資有価証券評価損 1,925 154

貸倒引当金繰入額 109 －

災害による損失 － 121

偶発損失引当金繰入額 － 194

その他 160 18

特別損失合計 2,216 489

税金等調整前四半期純損失（△） △2,516 △2,036

法人税等 △911 △764

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,604 △1,272

少数株主利益又は少数株主損失（△） 35 △0

四半期純損失（△） △1,639 △1,271
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,604 △1,272

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △203 △303

繰延ヘッジ損益 △1 0

為替換算調整勘定 △25 10

その他の包括利益合計 △230 △291

四半期包括利益 △1,835 △1,564

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,872 △1,566

少数株主に係る四半期包括利益 36 2
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,516 △2,036

減価償却費 536 456

減損損失 20 1

のれん償却額 26 26

負ののれん発生益 － △146

貸倒引当金の増減額（△は減少） △262 △19

賞与引当金の増減額（△は減少） △310 108

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 △777

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △4 △156

希望退職制度引当金の増減額（△は減少） － △1,329

災害損失引当金の増減額（△は減少） － △89

工事損失引当金の増減額（△は減少） 137 △111

偶発損失引当金の増減額（△は減少） － 126

受取利息及び受取配当金 △123 △138

支払利息 494 419

投資有価証券評価損益（△は益） 1,925 154

売上債権の増減額（△は増加） 7,890 1,860

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,640 △1,844

未成工事支出金の増減額（△は増加） △24 △2,042

仕入債務の増減額（△は減少） △4,477 △11,478

未成工事受入金の増減額（△は減少） 4,212 245

その他 2,101 2,564

小計 14,275 △14,206

利息及び配当金の受取額 119 137

利息の支払額 △506 △429

法人税等の支払額 △227 △147

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,660 △14,645
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △205 △240

定期預金の払戻による収入 265 365

有形固定資産の取得による支出 △38 △21

有形固定資産の売却による収入 450 3

無形固定資産の取得による支出 △19 △24

投資有価証券の取得による支出 △129 △13

投資有価証券の売却及び償還による収入 357 54

その他 52 161

投資活動によるキャッシュ・フロー 733 285

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,975 11,225

長期借入れによる収入 2,300 3,300

長期借入金の返済による支出 △4,377 △4,674

社債の償還による支出 △445 △325

配当金の支払額 △413 △124

その他 △41 △52

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,952 9,348

現金及び現金同等物に係る換算差額 △34 △16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,407 △5,027

現金及び現金同等物の期首残高 18,355 22,192

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 27,763

※
 17,165
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の算定方法 　税金費用の算定については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じ

て算定している。

　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１　会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。

　

２　偶発損失引当金の計上基準

　訴訟や係争案件等の将来発生する可能性のある偶発損失に備えるため、偶発事象ごとに個別のリスクを検討し、合理

的に算定した損失見込額を計上している。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

１　保証債務

下記の会社の不動産前受金に対して保証を行ってい

る。

１　保証債務

下記の会社の不動産前受金に対して保証を行ってい

る。

㈱タカラレーベン

㈱ゴールドクレスト

533　

356

百万円

　

計 889 

㈱タカラレーベン 671百万円

㈱ゴールドクレスト 242 

計  914 

────── ２　受取手形割引高 132百万円

────── ３　訴訟等

当社は、シンガポールにおいて施工し平成13年７月に

竣工・引き渡した、Proposed Erection of a 4 Storey

Single User, Single Occupier Factory Building

with Ancillary Office for Nasaco Electronics

Pte.Ltd.（ナサコ社４階建て工場及び事務所棟新築工

事）について、残工事代金の支払と施工瑕疵の負担に

関する、発注者Nasaco Electronics Pte.Ltd.との調停

を平成16年６月より継続して行っていたが、平成23年

７月に調停人より当社に約３億円の支払を課す調停判

断が下された。

調停人は法律専門家ではなく、当該判断は法的根拠に

欠けた著しく不当なものと判断されるため、当社は高

等裁判所へ提訴している。当社の損失額を合理的に見

積ることはできないが、訴訟対象としていない部分及

び訴訟関連費用については適切に見積り流動負債の偶

発損失引当金に計上している。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１　※　販売費及び一般管理費の主なもの １　※　販売費及び一般管理費の主なもの
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前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

従業員給料手当 2,187百万円

退職給付費用  275

従業員給料手当 1,762百万円

退職給付費用  360

２　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業に

おいて、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結

会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間

から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった季節

的変動がある。

２　　　　　　　　　　　同左

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金勘定 27,948百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △ 185

現金及び現金同等物 27,763

現金預金勘定 17,285百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △ 120

現金及び現金同等物 17,165

 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 413 5 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 124 1.5平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　
報告セグメント　 調整額

(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
(注２)建設事業 不動産事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 65,384 7,156 72,541 － 72,541

セグメント間の内部売上高又は振替高 1 112 113 △113 －

計 65,386 7,268 72,654 △113 72,541

セグメント利益又は損失(△) 13 656 670 △839 △168

　　(注１) セグメント利益又は損失(△)の調整額△839百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△840百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費である。

　　(注２) セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っている。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　
報告セグメント　 調整額

(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
(注２)建設事業 不動産事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 61,097 3,320 64,418 － 64,418

セグメント間の内部売上高又は振替高 6 68 75 △75 －

計 61,104 3,389 64,493 △75 64,418

セグメント利益又は損失(△) △1,140 383 △757 △720 △1,477

　　(注１) セグメント利益又は損失(△)の調整額△720百万円には、セグメント間取引消去２百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△723百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費である。

　　(注２) セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っている。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（重要な負ののれん発生益）

　不動産事業セグメントにおいて、連結子会社である３１０・２号特定目的会社のＢ種優先出資を追加取得

したことにより、負ののれん発生益を計上している。

　なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては146百万円であ

る。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　１株当たり四半期純損失金額（△） △19円83銭 △15円37銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（百万円） △1,639 △1,271

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（百万

円）
△1,639 △1,271

普通株式の期中平均株式数（千株） 82,707 82,707

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　該当事項なし。

 

２【その他】

　重要な訴訟事件等

　当社は、国立大学法人新潟大学に対し、陽子線がん治療機器導入に関して同法人の依頼により立替えた金員約18億

円について、支払を求める訴訟を提起している。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。

 

EDINET提出書類

安藤建設株式会社(E00088)

四半期報告書

19/20



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月８日

安藤建設株式会社

取締役会　御中
 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　永岡　喜好　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　川松　久芳　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている安藤建設株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、安藤建設株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

　「注記事項（四半期連結貸借対照表関係）３　訴訟等」に記載されているとおり、会社が海外において施工し過年度に引

き渡した工事に関する発注者との調停により、会社に支払を課す調停判断が下されている。会社は当該判断を法的根拠に欠

けた著しく不当なものと判断したため、高等裁判所へ提訴している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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